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実習期間：2008 年 9 月 17 日～2009 年 1 月 17 日 
実習内容：特殊な三軸試験機を用い、供試体内にメタンハイドレートを生成させ、

メタンハイドレート分解に伴う供試体の力学的挙動を研究する実験に参加したが、

実験機の故障により、実験はできなかった。実験機をコントロールするコントロー

ラーもしくはポンプの故障が原因と思われる。 
 
１．研究の背景と目的 

次世代エネルギーとして注目されているメ

タンハイドレートを地盤から安全に開発する

ためには、メタンハイドレートを含有する地盤

のメタンハイドレート分解中の力学挙動を解

明する必要がある。 

２．実験方法 

２．１実験に用いた砂 

 

表－1 オタワサンドの粒径 
 この表からわかるように、粒径は 0.6～

0.85mm に統一されている。 
２．２供試体作成方法 

・moist tamping technique・ 
1000ｇの砂に蒸留水

を加え、1025.2ｇ（含

2.52％）にした砂

性を向上さ

るためバキュームグ

ンブレ

ン

。

さらに、バキュームグリスを塗ったアルミホイ

ルをコンドームの上に

これもメタンハイドレ

スの漏れを最小限にす

－1のように温度・間

を配置する。 

水比

を用いる。ボトムキャ

ップに気密

せ

リスを塗り、メ

をボトムキャップに     

取り付け、メンブレンの

外側に先端を切り落と

したコンドームを取り

付けておく。（写真－1）

メンブレンの外側にス

プリットモールドをと

りつける。メンブレンと

スプリットモールドの

間の空間を減圧し、メン

写真－2      ブレンをスプリットモー

ルドに密着させ、約 125

ｇづつ砂をメンブレン

の中に入れて軽く締め

固めていく。（写真－2）

バキュームグリスを塗

ったトップキャップを

取り付け、供試体を自立

させるため供試体内を

底の方から減圧する。ス

プリットモールドを取

り外し、コンドームをト

ップキャップまで被せ

る。（写真－３）これは、

メタンハイドレート分

解中のメタンガスの漏

れを最小限にするため

である。ここで、サンプ

ルの大きさを測っておく

張り付ける。（写真－４）

ート分解中のメタンガ

るためである。また、図

隙圧を計測するセンサー

Sieve
No.

Sieve size
(mm)

 Retained
(individual)

 Retained
(cumulative

)

 Passing
(cumulative)

16 1.18 0% 0% 100%
20 0.85 1% 1% 99%
30 0.6 97% 98% 2%
Pan 2% 100% 0%

写真－３      

写真－４      

写真－1       



２．３メタンハイドレート生

成方法 

ボトムプレートにバキュ

ームグリスを塗り、アウトセ

ルを被せる。セル内を水で満

排除するため、 

(1)タンク内のピストンを上げてセル内に水を

送る 

(2)サブタンクか

を下げる 

コ

をトップキャップに接触させ、20kPa の

サンプル内の減圧を中止する。そ

とともに空隙の

 

配置した加熱装置

してい

る

、

との交流を通して、非

い経験をすることができた。この経験を

たしたあと、タンク内の空気 

を完全に図－1     

ら水を給水しながらピストン

(1)(2)の作業を繰り返す。アウトセル上部の

ックを閉じ、完全に密封する。ローディングピ

ストン

荷重を与え、一定に保つ。セル圧を上げて

150kPa で、

の後、セル圧を徐々に上げていき、セル圧を上

回らないようにメタンガスのボンベからメタ

ンガスを供試体に供給し、ガス圧を上げていく。

下げていく。温度低

図－２（間隙の応力－温度の関係）      

 

セル圧・ガス圧とも

に所定の圧力に達

した後、次に温度を

下

応力状態が平衡曲

線に達すると、メタ

ンハイドレートは

生成し始める。最終

的には供試体は、

砂・メタンハイドレ

ート・メタンガスで

水はほとんど含まない。 

２．４メタンハイドレート分解方法 

 メタンハイドレートを間隙に生成させた供

試体を、セル内にコイル状に

構成される。  図－３     

生かし自分の研究を進めて行きたいと思いま

す。 

を用いて、セル内の水を媒介として加熱

く。間隙の応力状態が平衡曲線に達するとメタ

ンハイドレートが分解し始める。分解中は全応

力一定とし、非排気・非排水状態である。 

 

３．実験結果（今回得た結果ではない） 

 図－４           

図－５                

（初期状態は、間隙の６７％が水、３７％が

メタンガス、１％がメタンハイドレート） 

この結果を考察すると、メタンハイドレートが

分解すると、全応力一定であるため間隙圧の上

昇による有効応力の著しい減少が発生してい

と思われる。また、メタンガスの発生により、

体積が膨張している。 
感想 
今回、実験を完結させることはできなかったが

現地の担当教授に自分の研究内容のプレゼン

を行ったり、現地の学生

常にい


